
2021年、あけましておめでとうございます。 就労移行支援事業所 ティオ船堀 所長の長谷川です。

昨年は、新型コロナウイルスの影響により、求人票の数が非常に少なくなり、企業見学や実習も、難しい

状況となりました。そんな中でも利用者さんと共に就職活動を一緒に進めてまいりました。2020年は、内

定が述べ14名、その中で10名の利用者さんが就職されました。利用者さんにとって就職をしてからが新た

な人生のスタートです。就労支援に引き続き定着支援を行っており、企業での面談も定期的に行っておりま

す。

また、ティオでは個別でカリュキラムを組んで訓練や就活に取り組んでいきます。ですが、他者との関わ

りも重要ですので、少人数でコミュニケーションも図れるプログラム(脳トレ、就職活動プログラム、、グ

ループワーク、アサーション、ウォーキング、アンガーマネジメント等）も行っております。また土曜には

リフレッシュや就職活動等に役立つ体験講座などのイベントも外部講師をお招きして（ソーシャルディスタ

ンスや換気に気を付けながら）開催してきました。

利用者さんの自信や強み等に繋がる内容や、生活リズム体力づくり、ストレス解消法やリフレッシュ等、

利用者さんが就職した後の事も考えながら、今年も引き続き行ってまいります。

多くの方々に気持ちよく利用して頂き、お一人おひとりが充実した就職活動が送れるような事業所を目指

して今年も試行錯誤しながらスタッフ一丸で取り組んで参りますので、2021年本年もどうぞ宜しくお願い

いたします。

2017～19年 就労率80％‼
2020年 就労率50％‼
全国上位に入っています！

（参考：厚生労働省障害福祉課調べ）

コロナ禍でも
高就職率！



（希望に合わせて個別のカリキュラムを組んでいくので
ペースを乱すことなく就職まで進めることができます。）

(ティオ４事業所からの就職者／内船堀から 名就職)

（資格を持ったカウンセラーによるカウンセリング）

★前回のティオ通信に続き2020年11月７日(土)に開催した茶話会の様子の続きをお送りいたします。

事務職に就職された卒業生のＡさんとＫさんをお招きし、就職に関する利用者さんからの質問に答えていただきました。

Q １：就職活動で大変なことは？

Ｋさん：これだと思う仕事に出会うまでは大変だった。長谷川所長との面談で冷静になれた。

このままいい求人がなかったらという不安はあった。

Ａさん：履歴書の長所短所を記入することが大変でした。自己理解が出来ていなかった。

スタッフさんのアドバイスを受けながら何度も書き直しをしたのが大変だった。

Q ２：面接に向けて、模擬面接をしましたか？

Ａさん：全スタッフに模擬面接やってもらった。練習しないでいったこともあるが全然できなかった。

絶対に練習はした方が絶対に良いと思う。

Q 3：実習はしましたか？

Ａさん：実習にいった。研修も受けた。実習の内容は、今の仕事内容と一緒。実習の時に、責任者についてもらい

びっしり教えてもらって、これなら出来ると思い就職を決めました。実習はやったほうが良いと思う。

チャレンジしてみることは大切。

Q 4：仕事（事務職）は大変ですか？

Ａさん：体ではなく頭が疲れる。職場に慣れたのもここ最近。席を移動してもらったこともあった。責任者と月1で

面談している。帰ったらすぐに寝てしまう。責任者からは優しく対応してもらって、恵まれているなと思う。

Q 5：どのくらいで仕事に慣れたか？

Ｋさん：慣れた実感はあまりない。最初の２，３週間はその日その日で一杯いっぱいだった。

Q 6：就職してよかったと思うことは？

Ａさん：自信は持てた。精神障害で駄目だと思っていたが出来ることも多くて良かった。

茶話会は生の声が聴ける良い機会ですのでご興味がある方はお気軽にお問い合わせください！

① 訓練時間を短縮し、交通機関が混まない時間帯での通所へ
② 半日の利用や在宅訓練に切り替えることにより、一度に来所する人数を減らし、事業所内を密な空間に

しないこと
③ 通所されての訓練を希望される方には、検温や手洗いうがい、マスク着用等の対策をした上での利用
④ 事業所内は常に換気を行い、医療でも用いられる空気清浄機を設置、適宜身の回りの備品やドアノブ等の

消毒の実施
⑤ スタッフも外出頻度を減らし、人との接触による感染のリスクを避ける。出勤スタッフには検温を実施

引き続き検温や事業所内の換気や手洗いうがい、マスク着用、備品やドアノブ等の消毒、半日の利用等事業所内を密な空間にしないために配
慮してまいります。※社会情勢に合わせて適宜対応して参ります。


